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令和７年度　出水中央高等学校生徒会スローガン『獅
し

子
し

搏
は く

兎
と

 〜どんな一歩も全力で〜』

　

七
月
か
ら
八
月
の
期
間
に
、
三
つ
の
会
場
（
八
代
・

沖
縄
・
天
草
）に
て
、
保
護
者
面
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
学
級
担
任
と
の
面

談
希
望
が
あ
っ
た
皆
様
を
対
象
と
し
、
日
頃
、
学
校
に

来
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
遠
方
の
保
護
者
の
皆
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
と
学
級
担
任

と
の
相
互
理
解
や
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
学
校
生
活
や
寮
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

学
校
生
活
や
寮
生
活
、
あ
る
い
は
部
活
動
で
の
様
子
や

自
宅
学
習
の
状
況
等
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
面
談
会

※
奨
学
金
制
度

　

看
護
学
科
と
医
療
福
祉
科
に
は
病
院
施
設
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
校
指
定
の
奨
学
病
院
・
施
設
か
ら
入
学
金
と
月
々
の
奨
学
金
を
受
給

で
き
る
制
度
で
、
資
格
取
得
後
、
指
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
返
済
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
科（
特
進
課
程
・
教
養
課
程
・
普
通
課
程
）に
は
、
学
園
奨
学
金

制
度（
※
適
用
人
数
に
制
限
あ
り
）が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
校
に
推

薦
・
専
願
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
で
、
経
済
的
な
援
助
が
必
要
な
生
徒

に
支
給
が
検
討
さ
れ
る
も
の
で
、
対
象
者
は
、
特
に
人
物
良
好
で
あ
り
、

他
の
模
範
と
な
る
生
徒
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

兄
弟
姉
妹
が
本
校
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
間
は
兄
弟
姉
妹
在
学
奨
学
生

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
詳
し
く
は
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

　

さ
ら
に
国
か
ら
就
学
支
援
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、

県
の
育
英
会
奨
学
金
等
と
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
説
明
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
生
徒
さ
ん
や
保
護
者
の
方
を
対

象
に
、
各
地
の
中
学
校
や
塾
・
公
共
施
設
等
で
本
校
紹
介
・
入
試
説
明

会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」

「
や
ら
ず
に
後
悔
よ
り

や
っ
て
後
悔
」「
お
陰
様

で
」
そ
し
て
物
事
に
没
頭

し
が
ち
な
私
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
く
れ
る
、
座
右

の
銘
と
も
な
っ
た
「
で
き

た
ひ
こ
（
出
来
た
だ
け
で

十
分
）」。
教
職
に
就
き

三
〇
年
目
、
実
に
多
く
の

言
葉
と
出
会
い
、
言
葉
の
一
つ
一
つ

に
感
動
や
勇
気
、
力
を
貰
っ
て
き

た
。
そ
の
中
の
一
つ
「
生
き
て
い
れ

ば
、
ど
う
に
で
も
な
る
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
▼
毎
年
終
戦
記
念
日
に

は
、
平
和
の
有
難
さ
、
命
の
尊
さ
を

訴
え
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
知

覧
の
地
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
し
た
生
徒
の
ス
ピ
ー

チ
の
題
名
が「
生
き
て
い
れ
ば
～
」だ

▼
彼
女
は
六
九
四
グ
ラ
ム
の
極
小
未

熟
児
と
し
て
こ
の
世
に
誕
生
し
た
。

持
病
を
持
つ
母
親
の
胎
内
に
い
ら
れ

た
の
は
僅
か
七
か
月
、
誕
生
後
暫
く

は
保
育
器
か
ら
栄
養
を
貰
っ
た
。
出

産
後
麻
酔
が
切
れ
、
面
会
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
母
親
に
父
親
が
か
け
た

言
葉
が「
母
ち
ゃ
ん
、
生
き
て
た
よ
、

生
き
て
た
よ
。
生
き
て
い
れ
ば
ど
う

に
で
も
な
る
」
だ
っ
た
。
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
娘
の
写
真
を
見
せ
、
嬉
し

さ
を
全
身
で
表
現
し
な
が
ら
話
す
父

親
の
姿
に
、
母
親
は
勇
気
を
貰
い
希

望
を
持
っ
た
そ
う
だ
。
彼
女
自
身
も

同
様
で
あ
る
。
陸
上
部
で
短
距
離
種

目
に
汗
を
流
し
、
毎
日
友
人
と
笑
顔

で
過
ご
す
彼
女
の
中
に
は
父
親
の
言

葉
が
生
き
続
け
て
い
た
に
違
い
な
い

▼
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
、
父
親
の
言
葉

の
部
分
で
感
極
ま
り
、
声
を
つ
ま
ら

せ
な
が
ら
語
る
彼
女
の
姿
に
、
私
自

身
も
我
が
子
の
誕
生
の
時
を
思
い
出

し
た
▼
「
と
に
か
く
無
事
に
生
ま
れ

て
き
て
ほ
し
い
」と
心
か
ら
願
っ
た
。

そ
し
て
産
声
が
聞
こ
え
た
瞬
間
、
喜

び
と
安
堵
の
感
情
が
爆
発
し
、
涙
を

流
し
た
。
親
と
し
て
、
こ
の
子
の
生

を
守
る
と
決
意
し
た
。
部
活
人
間
で

大
事
な
時
に
寄
り
添
え
な
か
っ
た
後

悔
は
あ
る
が
、
成
人
し
自
分
の
人
生

を
歩
む
我
が
子
た
ち
の
姿
に
、
喜
び

や
感
動
、
時
に
は
敬
意
の
念
を
抱
く

こ
と
も
度
々
あ
る
。
心
底
有
難
い
と

感
じ
て
い
る
▼
こ
れ
ま
で
多
く
の

生
徒
と
向
き
合
っ
て
き
た
。「
人
生

は
辛
い
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
、『
生

き
て
て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
時
が

き
っ
と
く
る
よ
」
と
語
り
な
が
ら
、

共
に
苦
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
も
数

え
切
れ
な
い
。
今
も
、こ
れ
か
ら
も
、

大
事
な
教
え
子
た
ち
に
貴
い
言
葉
た

ち
を
伝
え
て
い
き
た
い
▼
言
葉
に
は

大
き
な
力
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
心

か
ら
信
じ
て
、
自
分
も
周
囲
も
活
か

す
前
向
き
な
言
葉
を
探
し
、
発
す
る

一
人
の
国
語
人
で
あ
り
続
け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
田　

壮
一
）

令和８年度 生徒募集要項 推薦入試  １月16日㈮
一般入試  １月23日㈮

　

令
和
八
年
度
生
徒
募
集
要
項
を
掲
載
し
ま
す
。

①
推
薦
入
試

　

全
科
・
課
程
対
象
。
本
校
第
一
志
望
で
、
所
定
の
推
薦
条
件

を
満
た
し
、
中
学
校
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
う
え
で
の
入
試
で

す
。
中
学
校
か
ら
の
書
類
と
面
接
の
み
と
な
り
ま
す
。

②
一
般
入
試

　

全
科
・
課
程
と
も
専
願
も
し
く
は
併
願
で
受
験
で
き
ま
す
。

特
進
課
程
は
五
教
科
（
国
語
・
数
学
・
英
語
の
各
一
〇
〇
点
と

理
科
・
社
会
の
各
五
〇
点　

合
計
四
〇
〇
点
満
点
）、
他
の
科
・

課
程
は
三
教
科
（
国
語･

数
学･

英
語
の
各
一
〇
〇
点　

合
計

三
〇
〇
点
満
点
）の
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、特
進
課
程
・

医
療
福
祉
科
・
看
護
学
科
は
面
接
試
験
も
あ
り
ま
す
。

夢
を
つ
く
る 

確
か
な
自
分
を
つ
く
る

国語・数学・英語

国語・数学・英語・面接

推薦入試・一般入試ともに令和８年１月30日㈮～令和８年２月６日㈮まで。但し，医療福祉科・普通科（教養・普通課程）の
公立高校受験者については公立高校合格発表日翌日（16時30分）まで延期することができます。

情報登録期間：令和７年12月１日㈪～令和８年１月９日㈮
検定料支払期間：令和７年12月８日㈪～令和８年１月９日㈮

推　　薦　　入　　試

１　書類選考
２　面　　接

※全科・課程共通

募集定員

普　　通　　科医療福祉科看護学科 備　　　　　考

願書受付

出願書類

選 考 日
学　　　科 一　　般　　入　　試

国語・数学・英語・社会・理科・面接普
通
科

特 進 課 程

令和８年１月５日㈪～令和８年１月９日㈮ 必着

入学願書・調査書もしくは推薦書（鹿児島県私学協会統一書式）

推薦入試 令和８年１月16日㈮　  一般入試 令和８年１月23日㈮

推薦入試 令和８年１月20日㈫　  一般入試 令和８年１月29日㈭

検定料（10,000円）

中学校・本人宛て

特進課程

３５名

教養課程

４０名

普通課程

４０名
４０名８０名

教 養 課 程
普 通 課 程

医 療 福 祉 科
看 護 学 科

選考方法

合格発表

入学手続

WEB出願

出水･鹿児島･八代･人吉･天草･熊本･沖縄ほか

試験地（受験者の有無により，試験地を再編成します）

出水･脇本･長島･伊佐･川内･宮之城･鹿児島
霧島･奄美大島･水俣･八代･人吉･天草･熊本
沖縄 ほか

推薦入試

一般入試

◎
入
試
説
明
会
実
施
中
！

特進日曜教室開講！（中学３年生対象）
入試問題演習でわかる喜び・解ける楽しさを体験してみませんか？
高校入試問題に対応する学力を身につけましょう。
入試まで，どんな勉強をすればよいか学習方法もアドバイスします！

11月 ９日（国語･数学･英語）
11月23日（　　　〃　　　）
12月 ７日（　　　〃　　　）
12月21日（　　　〃　　　）
※高校入試問題解説と個別指導を実施します。

8:00～ 8:20　受　　　付
8:30～ 9:40　１教科目授業･個別指導
9:55～11:05　２教科目授業･個別指導
11:20～12:30　３教科目授業･個別指導

※毎回プリント代等を含む実費200円のみ集金いたします。
※詳細は,本校ＨＰをご覧いただくか,本校「日曜教室担当」までお問い合わせください。

秋の体験入学を実施します！

9：00～12：30
※夏の体験入学よりも，入試説明会としての内容を重視します。ぜひご参加ください。
10月11日㈯ 送迎バス運行

（一部地域を除く）

受講料
無料

日

　
　程

Discover Yourself !

　

卓
球
部
は
、
七
月
三
〇
日
〜
八
月
四
日
に
山
口
県
下

関
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
卓
球
競

技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
た
の
は
、
普
通
科
特
進
課

程
に
在
籍
す
る
先
輩
後
輩
ペ
ア
、
西
田
り
ん
選
手
（
三

年
・
霧
島
市
立
日
当
山
中
出
身
）
と
鬼
塚
結
子
選
手

（
二
年
・
鹿
児
島
市
立
谷
山
中
出
身
）
で
す
。
彼
女
た

ち
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
大
舞
台
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
、

最
初
は
緊
張
か
ら
硬
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

第
二
ゲ
ー
ム
か
ら
は
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を

取
り
戻
し
、
堂
々
と
し
た
プ
レ
ー
で
初
戦
を
突
破
し
ま

し
た
。
こ
の
勝
利
は
、
本
校
卓
球
部
と
し
て
全
国
大
会

で
の
初
勝
利
と
な
り
、
部
の
歴
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
刻
み
ま
し
た
。
試
合
後
、
先
輩
で
あ
る
西
田
選
手
は

「
勉
強
と
の
両
立
に
苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
仲

間
や
両
親
の
言
葉
に
助
け
ら
れ
た
。
最
後
ま
で
続
け
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
達
成
感
に
溢
れ
、
地
元
紙
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
は
、
看
護
学
科
基
礎
課
程
に
在

籍
す
る
姉
妹
、
犬
童
心
音
選
手
（
三
年
・
八
代
市
立
第

一
中
出
身
）
と
犬
童
朱
音
選
手
（
一
年
・
同
）
が
出
場

し
ま
し
た
。
妹
の
朱
音
選
手
は
下
級
生
な
が
ら
も
落
ち

着
い
た
ラ
リ
ー
を
展
開
し
、
見
事
初
戦
を
突
破
し
ま
し

た
。
一
方
、
姉
の
心
音
選
手
も
兵
庫
県
一
位
の
強
敵
を

相
手
に
善
戦
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
勝
利
は
逃
し
ま
し

た
が
、
彼
女
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
粘
り
強
さ
は

看
護
師
に
な
る
た
め
の
地
道
な
学
び
に
生
か
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
、
卓
球
部
に
と
っ
て

大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
出
場
し
た

二
名
の
一
・
二
年
生
は
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
を
牽
引
す

る
存
在
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
部
員
た
ち
は

「
来
年
こ
そ
は
学
校
対
抗
団
体
戦
で
の
初
出
場
を
」
と
、

早
く
も
次
の
目
標
に
向
け
て
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
八
月
二
日（
土
）・
八
月
三
日（
日
）の
二
日
間
、

中
学
生
対
象
に
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
八
月
二
日

（
土
）は
熊
本
方
面
へ
の
送
迎
、
八
月
三
日（
日
）は
鹿
児
島
方

面
へ
の
送
迎
を
行
い
、
昨
年
を
上
回
る
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
科
・
課
程
の
説
明
や
体
験
授
業
、
実
習
体
験
、
在

校
生
と
の
交
流
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
参
加
し
た
中

学
生
も
楽
し
そ
う
に
体
験
し
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
三
日（
日
）は
午
後
か
ら
野
球
部
の
体
験
入
部
が
併
せ

て
行
わ
れ
、
本
校
の
野
球
部
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
打
撃
練
習

や
投
球
練
習
、
守
備
練
習
を
行
い
、
高
校
硬
式
野
球
を
存
分

に
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
二
三
日（
土
）に
は
部
活
動
体
験
付
の
体
験
入

学
を
行
い
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
女
子
サ
ッ
カ
ー
・
駅
伝
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

卓
球
・
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
軽
音
楽
・
手
話
な
ど
、
多
く

の
体
験
入
部
が
実
施
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
部
活
動
体
験
な

し
の
体
験
入
学
も
実
施
し
、
看
護
学
科
や
医
療
福
祉
科
の
実

習
体
験
、
普
通
科
の
体
験
授
業
に
多
く
の
生
徒
・
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

八
月
三
〇
日（
土
）に
は
、
吹
奏
楽
部
の
体
験
入
部
が
実
施

さ
れ
多
く
の
中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
高
校
生
に

と
っ
て
も
教
え
る
側
の
視
点
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
一
日

で
し
た
。
多
く
の
生
徒
・
保
護
者
・
引
率
の
先
生
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
一
〇
月
一
一
日（
土
）に
は
秋
の
体
験
入
学
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
一
一
月
八
日（
土
）に
は
、
看
護
学
科
の
戴
灯
式
に
合
わ

せ
、「
看
護
学
科
体
験
入
学
」も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
校
の
説
明
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
生
徒
・
保
護

者
の
方
を
対
象
に
各
地
区
で
入
試
説
明
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
輝
く

多
く
の
中
学
生
が
来
校
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ＰＴＡ標語『道をはずさぬよう「導こう」「守ろう」みんな我が子』『輪になって　心をつなぐ　ＰＴＡ』

活 躍 す る 部 活 動

放　送　部
第72回 NHK杯全国高校放送コンテスト鹿児島県大会（6/4）
【アナウンス部門】
　出場：尾崎　蘭・福浦　百夏・本田　絆叶・金田一巧人
【朗読部門】
　出場：右田　彩夏・高橋　真紀・冨永　満愛
　決勝進出：野畑　実沙　

令和７年度全国高等学校総合体育大会卓球競技大会
第94回全国高等学校卓球選手権大会（7/30～8/4）
【女子ダブルス】
　西田りん・鬼塚結子　１回戦　３－１ 長野商業（長野）
　　　　　　　　　　　２回戦　０－３ 四天王寺（大阪）
【女子シングルス】
　犬童　朱音　　１回戦　３－１ 城　　南（徳島）
　　　　　　　　２回戦　０－３ 星槎横浜（神奈川）
　犬童　心音　　１回戦　１－３ 神戸野田（兵庫）

令和７年度 国民スポーツ大会第45回九州ブロック大会
　　　　　　　　　　　　　　（卓球競技）（8/29～31）
犬童心音が鹿児島県（少年女子）代表選手として出場

2025年全日本卓球選手権大会（一般･ジュニアの部）県予選（9/13～14）
【混合ダブルス】７組出場
【女子ダブルス】鬼塚・犬童　第４位　他３組出場
【女子シングルス】７名出場
【ジュニア女子シングルス】鬼塚結子　第４位　　　　他６名出場

卓　球　部

第78回全九州高等学校卓球競技大会（6/27～29）
【女子学校対抗】１回戦　１－３ 鎮西学院（長崎）
【女子ダブルス】
　犬童心音・犬童朱音　１ 回 戦　３－１ 日南学園（宮崎）
　　　　　　　　　　　２ 回 戦　３－０ 明　　豊（大分）
　　　　　　　　　　　準々決勝　０－３ 慶　　誠（熊本）　
　　　　　　　　※全九州高等学校卓球競技大会ランキング第７位
　西田りん・鬼塚結子　１ 回 戦　１－３ 希望が丘（福岡）
【女子シングルス】
　犬童　朱音　　１回戦　３－２ 敬徳（佐賀）
　　　　　　　　２回戦　０－３ 明豊（大分）
　犬童　心音　　１回戦　０－３ 慶誠（熊本）

2025年度 国民スポーツ大会卓球競技県選手選考会（6/7～8）
【少年女子】犬童　心音　第３位（県代表選手）
　　　　　　鬼塚　結子　第６位
　　　　　　犬童　朱音　第７位　　　他５名出場

男子サッカー部
県トップリーグ１部リーグ
５/31 本校 ０－１ 城西next　　　６/７ 本校 １－３ 樟南
６/21 本校 ０－１ れいめい　　　６/28 本校 ２－５ 神村２nd

北薩地区春季サッカー大会（5/8）
１次リーグ　本校 ０－０ 川内
　　　　　　本校 12－０ 出水　　　※雨天のため、２日目中止

県総体サッカー競技大会（5/18～）
１回戦 本校 ２－０ 鹿児島情報
２回戦 本校 ４－０ 徳之島
３回戦 本校 １－１（PK４－５）鹿屋中央

県１年生サッカー大会（7/19･20）
予選リンク  本校 ３－１ 鹿児島実業
　　　　　  本校 ４－０ 鹿児島南
準　決　勝  本校 ２－２（PK４－２）樟南
決　　　勝  本校 ０－３ 鹿児島　　　　　　　※準優勝

野　球　部
第67回鹿児島県選抜野球大会（5/23～31）
２ 回 戦　本校 ７－０ 鶴　丸　
準々決勝　本校 ４－１ 加治木
準 決 勝　本校 １－15 鹿児島実（5回コールド）

令和7年度 春季北薩地区高等学校野球大会（6/12）
１ 回 戦　本校 ０－５ 川内

第107回 全国高等学校野球選手権鹿児島大会（7/10～16）
１ 回 戦　本校 10－０ 鹿　　屋（5回コールド）
２ 回 戦　本校 ０－２ 鹿児島商

令和7年度 秋季北薩地区高等学校野球大会（8/21～26）
１ 回 戦　本校 ７－０ 川内商工（7回コールド）
準 決 勝　本校 ５－４ れいめい
決　　勝　本校 ４－３ 川　　内　　※優勝

個人活動（水泳）
第73回 全九州高等学校水泳（競泳）競技大会（7/19～21）
井川寛太朗　　バタフライ 100m, バタフライ200m
大漉　真綾　　平泳ぎ 100m, 平泳ぎ 200m

駅　伝　部
第１回 日置地区記録会（6/14）
【男子3,000ｍ】
奥園　一颯   9：01.87　　荒木　蓮斗   9：09.83
朝戸　尊人   9：17.45　　山口　穣次   9：35.06
元村　瑛人   9：37.20　　平　　範幸   9：39.94
杉本　涼雅  10：03.92　　荒木　斗真  10：12.02
東郷　辰大  10：15.66

第２回 熊本県記録会（7/5）
【男子5,000ｍ】
平　翔太郎　15：25.23　　愛下　慶士　15：28.09

【男子3,000ｍ】
福田　陽仁 　8：43.19　　倉元　大智 　8：45.22
黒田　大翔 　8：51.57　　宮内　　瞭 　9：05.15
荒木　蓮斗 　9：05.77　　元村　瑛人　 9：12.00
平　　範幸　 9：17.16　　伊瀬知蒼空　 9：38.46
山口　　蓮　 9：41.34

第80回 鹿児島県陸上競技選手権大会（7/11～13）
【男子5,000ｍ】
倉元　大智　15：19.88　　宮内　　瞭　16：05.24
荒木　蓮斗　16：10.59　　元村　瑛人　16：22.65
黒田　大翔　17：05.08　　西竹　慧大　17：23.06

【男子3,000ｍ】
朝戸　尊人　  9：05.70　　杉本　涼雅　  9：46.52
荒木　斗真　10：19.34

【女子3,000ｍ】
内村　羽那　10：19.34

【男子1,500ｍ】
梨子本　駿　  4：06.41　　朝戸　尊人　  4：10.20
山口　穣次　  4：11.51　　東郷　辰大　  4：24.43
杉本　涼雅　  4：29.16

【女子1,500ｍ】
北山菜々花　  5：20.22　　山之内　梓　  5：40.03

【男子3,000ｍ障害】
平　翔太郎　  9：47.05

【男子800ｍ】
山口　穣次　  2：02.32

第30回 九重町長杯九州選抜高校駅伝競走大会（8/31）
13位　２時間18分39秒
１区
２区
３区
４区
５区
６区
７区

平　翔太郎
奥園　一颯
荒木　蓮斗
倉元　大智
朝戸　尊人
宮内　　瞭
伊瀬知蒼空

32分38秒
9分35秒
26分45秒
26分56秒
9分46秒
16分27秒
16分32秒

区間14位
区間13位
区間14位
区間12位
区間13位
区間14位
区間13位

10㎞
３㎞

8.1075㎞
8.0875㎞

3㎞
5㎞
5㎞

柔　道　部
高校総体鹿児島県予選（5/26･27）
【女子団体】決勝リーグ…４位
　　　　　　　本校 ０－３ 国分中央
　　　　　　　本校 ０－３ 鹿児島南
　　　　　　　本校 １－２ 鳳　　凰
【男子団体】予選　　本校 ０－４ 鹿児島実業
【男子個人】松原　陽絃…５位入賞　　橋元　　百…初戦
　　　　　　荒田　晨聖…初戦　　　　竹田　快晴…初戦
【女子個人】緒方　虹花…初戦　　　　沖田　陽菜…初戦
　　　　　　堀切　優衣…５位入賞　　永田平若紗…３位

令和７年度 金鷲旗柔道大会（全国高等学校柔道競技大会）（7/22･23）
【男子団体】本校 ０－５ 前橋育英（群馬）
【女子団体】本校 ０－５ 新　　田（愛媛）

肥薩大会（8/24）
肥後軍 対 薩摩軍・・・肥後軍の勝利
　松原　陽絃　　優秀選手賞

男子バレーボール部
第78回 鹿児島県高等学校バレーボール競技大会（5/29）
１回戦　本校 ０－２ 大島
令和7年度 鹿児島県私立高等学校バレーボール大会（7/12）
【予　　選】本校 ０－２ 鹿児島城西　　  本校 ０－２ 鹿児島情報
【順位決定】本校 ２－１ 鹿屋中央　　　  本校 ２－０ れいめい

女子バレーボール部
第78回 鹿児島県高等学校バレーボール競技大会（5/29）
１回戦　本校 ０－２ 国分
令和7年度 鹿児島県私立高等学校バレーボール大会（7/12）
【予　　選】本校 ０－２ 鹿児島実業　　本校 ０－２ 鹿児島情報
【順位決定】本校 ２－０ 龍　　桜　　　本校 １－２ 鳳　　凰

女子バスケットボール部
第78回 鹿児島県高等学校バスケットボール競技大会（5/24）
【１回戦】本校 ×38－68◯ 鶴丸

軽  音  楽  部
第６回 鹿児島県高等学校文化連盟軽音楽コンテスト（7/28）
バンド名：あれぐろりぽっぷ
コピー・カヴァー部門33エントリー中21位

地域リーダー同好会
●出水市浸水土砂災害避難訓練（4/20）
●危険物取り扱い講座（6/7）
●米ノ津中学校「災害を想定した総合学習」（7/12）
●出水消防署表敬訪問（全国交流大会出場報告）（7/17）
●全国少年消防クラブ交流大会（鹿児島代表）
　　　　　　　　　　　　　（9/13･14 広島県広島市）

ねこ同好会
●生徒総会で設立を承認（5/15）
●ねこ同好会発足記者会見を実施（6/9）

①
一
眼
レ
フ
、
ア
ウ
ト
ド
ア

②
粉
物

③�

明
日
の
こ
と
は
明
日
の
自
分
が
何
と

か
す
る

④�

沢
山
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

①
ド
ラ
イ
ブ

②
果
物

③�

笑
う
門
に
は
福
来
る

④�

皆
さ
ん
が
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
一
生
懸
命
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
行
事
は

皆
さ
ん
と
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

豊田　翔凪 先生
（看　護）

塘  紗也華 先生
（看　護）

①
趣
　
　
　味
　②
好
き
な
食
べ
物

③
好
き
な
言
葉
　④
生
徒
た
ち
へ
一
言

新
任
の
先
生
方

　

特
進
課
程
一
年
生
は
、
八
月
二
六
日

～
二
八
日
、
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
恒

例
の
宿
泊
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
普
段
は
経
験
で
き
な

い
活
動
を
通
し
て
、
見
聞
を
広
め
な
が

ら
級
友
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
熊
本
県
山

都
町
の
国
宝
・
通
潤
橋

や
清
和
文
楽
館
を
訪
れ
、

先
人
の
作
り
上
げ
た
日

本
の
伝
統
的
な
建
築
や

芸
能
に
興
味
深
く
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
夕
食

は
「
阿
蘇
青
少
年
交
流

の
家
」
野
外
調
理
場
で

炊
飯
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
挑
戦
し
、
互
い
に
協

力
し
て
火
起
こ
し
や
調

理
を
行
い
、
楽
し
い
食

事
の
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
東
海
大
学

臨
空
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
、

熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
で
震
災
遺
構
を
見
学
、
そ
し

て
南
阿
蘇
鉄
道
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
車
。

東
海
大
学
臨
空
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
大
学

概
要
説
明
・
模
擬
講
義
の
他
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
各
フ
ロ
ア
・
各
研
究
室
ご
と
に

研
究
室
の
先
生
か
ら
詳
し
い
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
、
大
学
の
こ
と
、
学
問
の

こ
と
に
対
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
で
は

生
々
し
い
地
震
の
爪
痕
と
と
も
に
、
復

興
に
立
ち
上
が
る
人
々
の
力
強
さ
を
実

感
で
き
ま
し
た
。
ト
ロ

ッ
コ
列
車
で
は
、
開
放

的
な
車
両
で
風
を
感
じ

な
が
ら
南
阿
蘇
を
走
り
、

峡
谷
や
田
園
な
ど
の
阿

蘇
の
地
形
・
自
然
を
存

分
に
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
熊
本
城
と

そ
の
近
辺
を
中
心
に
生

徒
が
班
ご
と
に
分
か
れ

自
主
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
熊
本
城
や
美
術
館
、

そ
の
他
施
設
で
友
人
同

士
で
楽
し
く
過
ご
し
、

思
い
出
に
残
る
時
間
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
」を
拠
点
に

三
日
間
寝
食
を
共
に
し
、
普
段
の
学
校

生
活
と
は
違
う
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
体
験
し
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
有
意

義
な
学
び
の
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

夏
季
宿
泊
研
修    

特
進
課
程
一
年

　

吹
奏
楽
部
は
、
令
和
七
年
度
第
七
〇
回
鹿
児
島

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
高
校
Ａ
の
部
）に
て「
金

賞
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

金
賞
獲
得
は
、
強
化
部
指
定
の
平
成
一
七
年
か

ら
連
続
で
す
。
令
和
二
年
度
第
六
五
回
県
高
校
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
令
和
二

年
度
を
除
い
て
一
九
大
会
連
続
で
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。

　

目
標
と
し
て
い
た
「
第
七
〇
回
九
州
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
（
高
等
学
校
の
部
）」
へ
出
場
す
る
県
代

表
二
校
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
点
の
学

校
が
推
薦
さ
れ
る
、
来
年
二
月
に
沖
縄
県
で
行
わ

れ
る
九
州
高
校
文
化
連
盟
主
催
の
「
全
九
州
吹
奏

楽
大
会
」
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
推
薦
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
得
た
課
題
な
ど
を
今

後
の
練
習
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
、
保
護
者
の
皆
様

へ
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

県
コ
ン
ク
ー
ル

19
大
会
連
続「
金
賞
」

吹
奏
楽
部

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。

　

九
月
、
男
子
駅
伝
部

監
督
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
井
上
浩
で
す
。
ご

縁
が
あ
り
、
こ
の
出
水

の
地
に
舞
い
降
り
ま
し

た
。

　

初
日
か
ら
校
内
で
出

会
っ
た
先
生
方
や
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
と
て
も
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
学

校
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

市
内
も
自
然
や
施
設
な
ど
が
調
和
し
利
便
性
も
抜
群
で

す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
出
水
市
、
出
水
中
央
高

校
で
皆
さ
ん
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
米
沢
藩
主
で
あ
っ
た
上
杉
鷹
山
の
言
葉
で

す
。

　

高
校
時
代
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
く
さ
ん
の
失
敗
を
糧
に
し
て

進
む
道
、
そ
の
先
に
成
功（
栄
光
）が
見
え
て
く
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

全
員
で
、
こ
の
紺
碧
の
空
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
き
舞
い

上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
七
年
七
月
一
九
日
か
ら
二
一

日
に
か
け
て
、
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ

た
「
第
七
三
回
全
九
州
高
等
学
校
水

泳（
競
泳
）競
技
大
会
」に
、
本
校
か

ら
二
名
の
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
の
は
、
井
川
寛
太
朗
さ

ん
（
Ｓ
３
ー
２
）
と
大
漉
真
綾
さ
ん

（
Ｓ
１
ー
１
）。
井
川
さ
ん
は
男
子
バ

タ
フ
ラ
イ
百
ｍ
と
二
百
ｍ
、
大
漉
さ

ん
は
女
子
平
泳
ぎ
百
ｍ
・
二
百
ｍ
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

二
人
は
高
校
入
学
前
か
ら
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
練
習
を
重
ね
、
入

学
後
も
勉
強
と
両
立
し
な
が
ら
競
技

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
大
会

は
、
井
川
さ
ん
に
と
っ
て
高
校
生
活

最
後
の
、
大
漉
さ
ん
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
九
州
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
決
勝
進
出
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
の

成
果
を
し
っ
か
り
と
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
井
川
さ
ん
は
、
現

在
受
験
勉
強
に
向
け
て
新
た
な
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
水
泳
で
培

っ
た
集
中
力
と
粘
り
強
さ
を
活
か
し
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
方
、
大

漉
さ
ん
は
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
。
初
め
て
の
九
州
大
会
と
い
う

大
舞
台
で
得
た
経
験
を
糧
に
、
今
後

の
競
技
力
向
上
に
向
け
て
意
欲
を
高

め
て
い
ま
す
。
日
々
の
練
習
に
加
え
、

学
業
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

文
武
両
道
を
目
指
す
姿
勢
が
印
象
的

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
と
活
躍
に
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
看
護
学
科
で
は
、
文
部
科

学
省
に
よ
る
「
高
等
学
校
Ｄ
Ｘ
加

速
化
推
進
事
業
（
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
）」の
一
環
と
し
て
、
よ
り
実

践
的
な
学
び
に
向
け
て
看
護
実
習

室
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
整
備
で
は
電
子
黒
板
や
模
擬
患

者
を
活
用
し
た
技
術
を
動
画
撮

影
・
行
動
記
録
を
行
う
、
よ
り
効

果
的
で
先
進
的
な
学
び
の
環
境
を

整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
子
黒
板
を
活
用
し
大

画
面
で
の
振
り
返
り
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
Ｖ

Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

を
導
入
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

よ
り
深
い
理
解
と
実
践
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
新
た
な
学
び
の
形
を
推

進
し
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
二
月
に
は
専
門
課
程
一
年
生

が
海
外
研
修
旅
行
の
一
環
と
し
て

台
湾
の
財
團
法
人
馬
偕（
マ
カ
イ
）

醫
護
管
理
專
科
學
校
の
看
護
学
生

と
の
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
整
備
進
む

水 

泳 

部

九
州
大
会
出
場

男
子
駅
伝
部
監
督
就
任
挨
拶

為
せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り


